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い
ま
や
、
私
た
ち
が
韓
国
の
美
術

家
に
よ
る
作
品
に
接
す
る
こ
と
は
特

別
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
。

各
種
の
国
際
展
、
二
〇
〇
一
年
十
一

月
に
幕
を
閉
じ
た
「
横
浜
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
」
に
も
、
韓
国
の
作
家
は
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
参
加
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
韓
国
の
美
術
が
国
際

的
な
動
き
を
見
せ
始
め
た
の
は
九
〇

年
代
初
頭
か
ら
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
の
第
一
線
に
の
し
上
が
る
ま

で
に
、
こ
の
国
の
美
術
は
歴
史
に
翻

弄
さ
れ
て
き
た
。
韓
国
に
と
っ
て
、

近
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
輸
入
さ
れ
た
「
美
術
＝
西
洋

のA
rt

」
と
は
、
そ
こ
に
日
本
の
植
民
統
治
と
い
う
フ

ィ
ル
タ
ー
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
重
の
屈
折

が
加
わ
っ
た
。
解
放
後
は
、
制
度
的
に
は
植
民
地
の
慣

行
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
失
わ
れ
た
韓
国
美
術
の
確
立

を
め
ざ
す
。

朝
鮮
の
人
々
は
、
特
に
近
代
以
降
、
民
族
離
散
や
亡

命
な
ど
、
い
わ
ば
「
流
浪
の
民
」
の
道
を
歩
ん
で
こ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
国
を
越
境
す
る

し
か
な
く
、
気
が
つ
け
ば
多
国
籍
的
状
況
に
類
似
し
て

い
る
と
い
う
意
味
で
、
美
術
家
の
境
遇
も
「
国
際
的
」

で
あ
る
と
す
ら
い
え
た
。
そ
し
て
現
在
、
韓
国
美
術
界

は
国
際
舞
台
へ
躍
り
出
よ
う
と
猛
進
し
な
が
ら
、
民
族

主
義
的
感
情
に
引
き
裂
か
れ
る
と
い
う
ア
ン
ビ
バ
レ
ン

ト
を
抱
え
て
い
る
。
そ
ん
な
韓
国
史
と
芸
術
の
力
学
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、「
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
で
あ
る
。

光
州
は
、
民
主
化
運
動
の
「
犠
牲
」
と
そ
の
代
価
と

し
て
の
「
栄
光
」
を
背
負
う
地
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
地
に
お
け
る
文
化
―
美
術
は
、
は
や
く
か
ら
社
会

の
構
造
的
な
諸
矛
盾
に
先
鋭
で
あ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
文
化
風
土
を
舞
台
に
九
五
年
に
始
ま
っ
た
光

州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
二
〇
〇
二
年
第
四
回
目
を
迎
え
る
。

だ
が
韓
国
美
術
界
に
は
、
こ
の
文
化
装
置
の
派
閥
抗
争

的
な
匂
い
に
疲
れ
、
ウ
ン
ザ
リ
し
て
し
ま
っ
た
「
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
後
遺
症
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
さ
え
引
き
起
こ

し
た
。
い
わ
ば
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ

た
四
回
目
の
テ
ー
マ
は
、「
止
ま
れ
、

PA
U
SE

」。
総
合
的
な
指
揮
を
と
る

成
完
慶
（
ソ
ン
・
ワ
ン
ギ
ョ
ン
）
芸

術
監
督
に
加
え
、
共
同
キ
ュ
レ
イ
タ

ー
二
人
は
、
公
開
討
論
を
通
じ
て
決

定
さ
れ
た
。
ま
た
人
員
の
約
三
〇
％

を
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
運
営
方
法
や
組

織
の
刷
新
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
美
術

の
公
共
性
と
文
化
的
な
疎
通
の
拡
大

を
め
ざ
す
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予

定
し
て
い
る
。
思
え
ば
成
完
慶
こ

そ
、
八
〇
年
代
初
頭
、
閉
鎖
的
な
韓

国
の
美
術
状
況
に
、「
美
術
の
疎
通
」
を
唱
え
異
議
申

し
立
て
を
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

テ
ー
マ
「
止
ま
れ
」
は
次
の
飛
躍
の
た
め
の
一
呼

吸
、
新
た
な
価
値
観
を
瞑
想
し
よ
う
と
い
う
黙
示
録
的

な
選
択
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
あ

く
な
き
追
従
を
行
っ
て
き
た
現
代
美
術
に
対
す
る
反
省

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
社
会
の
「
暴
力
的
」
と
ま

で
い
え
る
変
化
の
中
で
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
治
癒
し
よ

う
と
い
う
苦
肉
の
策
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
韓

国
現
代
史
が
象
徴
的
に
集
約
さ
れ
た
排
除
と
復
活
の
逆

転
劇
の
場
で
あ
る
光
州
の
、
恨
の
蓄
積
と
払
拭
の
生
成

変
化
、
痛
み
と
治
癒
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
、
光
州
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
を
蘇
生
さ
せ
て
い
る
よ
う
だ
。
極
言
す
れ
ば

光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
い
ま
こ
こ
に
あ
る
韓
国
美
術

の
総
体
と
し
て
の
力
学
を
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
る
の

で
あ
る
。

日
韓
文
化
交
流
基
金
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

● 目 次 ●

金賢姫（キム　ヒョンヒ） 2

3

6

8

9

10

12

1946 韓国京畿道生まれ。18歳の時から、
刺 家としての道を歩み始める

1984 第９回韓国伝統工芸展に入選。以
後毎年、奨励賞、特別賞などの受
賞を重ねる

1990 東京の 島屋にて「韓国伝統工芸
展」招待展

1994 国務総理賞を受賞
1995 東京の韓国文化院にて個展
1996 ソウルの一民美術館にて個展
1999 『韓国のパッチワーク～ポジャギ』

出版（文化出版局）
現在、刺 ・ポジャギの「名匠」
として作家活動を行うかたわら、
伝統工芸建築学校にて後進の指導
にあたっている

表紙作家紹介

表紙作品

巻頭エッセイ

韓国現代美術の
力学
韓国美術・文化研究

古川美佳

コ
ー
ス
タ
ー

表
紙
撮
影
　
縣
　
正
三

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
桑
沢
デ
ザ
イ
ン

研
究
所
を
経
て
、
現
代
美
術
の
編
集
に

か
か
わ
る
。
延
世
大
学
韓
国
語
学
堂
修

了
後
、
東
京
大
学
教
養
学
部
地
域
文
化

研
究
科
研
究
生
、
九
三
年
よ
り
約
二
年

半
、
在
韓
国
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
。

第
三
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
「
芸
術
と

人
権
」
展
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
イ

タ
ー
、『
美
術
手
帖
』
な
ど
に
韓
国
の
現

代
美
術
や
文
化
に
つ
い
て
執
筆
。

ふ
る
か
わ
　
み
か
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●日程

11/9（金）

ソウル大学校奎章閣見学

歓迎レセプション

11/10（土）

第１セッション「韓国と日本から見た世界文化」

発表：金度亨（延世大学校史学科教授）「近代韓国知識人の

西洋文化認識と改革論」

松本健一（麗澤大学国際経済学部教授）「ナショナリ

ズムの中の歴史教科書－扶桑社版『新しい歴史教科

書』をめぐって」

討論：衞藤瀋吉（東洋英和女学院院長）

朴贊勝（忠南大学校国史学科副教授）

司会：馬越徹（名古屋大学教育学部教授）

第２セッション「外から見た東アジア文化」

発表：徳永和喜（鹿児島県歴史資料センター黎明館主任学芸

専門員）「薩摩藩の朝鮮通事－『漂流・漂着』と薩摩

藩の対応－」

朴枝香（ソウル大学校西洋史学科教授）「英国と東ア

ジアー近代と前近代の出会い」

討論：具 列（梨花女子大学校政治外交学科教授）

田代和生（慶應義塾大学文学部教授）

司会：金容徳（ソウル大学校東洋史学科教授）

第３セッション「東アジア文化に対する韓国と日本の認識」

発表：崔元植（仁荷大学校人文学部教授）「ポスト65年のた

めの断想－『秀吉一代と壬辰禄』を読んで」

竹中均（神戸市外国語大学外国語学部助教授）「柳宗

悦と朝鮮陶磁－茶道の継承と批判という視点から－」

討論：岩竹美加子（早稲田大学国際教育センター客員助教授）

咸東珠（梨花女子大学校史学科副教授）

司会：衞藤瀋吉

総合討論

司会：高柄翊（元ソウル大学校総長）

晩餐会

日
韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議
は
、
日
韓
文

化
交
流
基
金
と
、
韓
国
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
で
あ
る
韓
日
文
化
交
流
基
金
が
共
同
で
運

営
す
る
学
術
会
議
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
に

ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
歴
史
を
中
心
に
多
様

な
学
問
分
野
の
研
究
者
・
専
門
家
を
招
き
、

発
表
お
よ
び
討
論
を
通
じ
て
、
学
術
レ
ベ
ル

で
の
相
互
理
解
を
深
め
て
い
る
。

今
回
は
、「
世
界
の
中
の
東
ア
ジ
ア
文
化

Ⅲ
」
の
大
主
題
の
下
、
内
か
ら
外
、
外
か
ら

内
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
交
差
す
る

視
線
の
中
で
の
自
己
認
識
に
つ
い
て
、
各
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
・
討
論
が
行
わ
れ
た
。

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
韓
国
と
日
本
か
ら
見
た
世
界
文
化
」

金
度
亨
（
キ
ム
・
ド
ヒ
ョ
ン
）
氏
の
「
近

代
韓
国
知
識
人
の
西
洋
文
化
認
識
と
改
革

論
」
と
い
う
報
告
で
は
ま
ず
、
開
港
前
後
の

知
識
人
の
西
洋
文
化
に
対
す
る
認
識
を
三
つ

に
区
分
し
て
説
明
し
た
。
華
夷
秩
序
的
世
界

観
か
ら
脱
却
し
、
西
洋
を
新
た
に
認
識
し
、

西
洋
と
の
通
交
と
技
術
文
明
を
受
容
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
「
洋
務
論
」、
日
本

の
明
治
維
新
に
影
響
を
受
け
、
西
洋
の
技
術

文
明
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
・
道
徳
ま
で
受
容

し
て
近
代
化
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
「
文
明
開
化
論
」、
開
化
論
の
非
主

体
的
・
非
民
族
的
側
面
を
反
省
し
な
が
ら
西

洋
文
化
を
批
判
的
に
受
容
す
る
こ
と
を
主
張

し
た
「
変
法
論
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
当
時
の

政
府
上
層
部
や
文
明
開
化
論
者
が
帝
国
主
義

の
侵
略
を
正
確
に
認
識
で
き
ず
に
近
代
化
と

い
う
論
理
に
流
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
植

民
地
化
の
危
機
の
中
で
台
頭
し
た
変
法
論
者

は
、
帝
国
主
義
の
侵
略
性
を
正
確
に
認
識
し

た
上
で
、
民
族
文
化
を
土
台
に
し
た
西
欧
文

化
の
主
体
的
受
容
を
通
じ
、
実
学
派
の
社
会

改
革
論
を
新
し
い
共
和
主
義
的
政
治
体
制
と

民
族
武
装
抗
争
へ
と
転
換
し
得
た
と
指
摘
し

た
。続

い
て
、
松
本
健
一
氏
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
中
の
歴
史
教
科
書
―
扶
桑
社
版

第
14
回
日
韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議

第
14
回
日
韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
十
一
月
九
日

か
ら
十
一
日
ま
で
の
日
程
で
、
第
14
回
日

韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議
を
韓
国
・
ソ
ウ
ル

大
学
校
湖
巖
（
ホ
ア
ム
）
教
授
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
は
、教
科
書
問
題
を
は
じ
め
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
日
韓
に
お
け
る
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
の
諸
問
題
な
ど
、
先
鋭
的
な
同

時
代
の
問
題
意
識
を
反
映
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

「
世
界
の
中
の
東
ア
ジ
ア
文
化

Ⅲ
」
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『
新
し
い
歴
史
教
科
書
』
を
め
ぐ
っ
て
」
に

お
い
て
、
扶
桑
社
の
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」

問
題
を
、
冷
戦
後
の
世
界
に
お
け
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
と
い

う
共
時
的
な
現
象
の
中
に
位
置
づ
け
、中
国
、

台
湾
、韓
国
の
最
近
の
歴
史
教
科
書
改
変
も
、

同
様
の
流
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ

た
。
そ
の
上
で
、「
歴
史
は
科
学
で
は
な
く
、

物
語
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
氏
自
ら
の
立

場
と
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
文
脈
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
新
し

い
歴
史
教
科
書
」
の
問
題
点
は
、
そ
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
か
つ
て
ど
こ
で
間
違
い
を
犯

し
た
か
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
と
論
じ
た
。
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

の
異
な
る
国
同
士
で
歴
史
認
識
を
「
共
有
」

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
違
い

を
相
互
に
理
解
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
の

学
術
交
流
の
有
益
性
に
言
及
し
た
。

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
外
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
文
化
」

「
薩
摩
藩
の
朝
鮮
通
事
―
『
漂
流
・
漂
着
』

と
薩
摩
藩
の
対
応
―
」
で
、
徳
永
和
喜
氏
か

ら
、
江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
に
お
い
て
朝
鮮
通

事
の
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
た
事
例
が
紹
介

さ
れ
た
。
薩
摩
藩
に
お
け
る
朝
鮮
通
事
は
、

領
内
に
漂
着
し
た
朝
鮮
船
の
乗
組
員
へ
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
て
い

た
が
、
通
事
養
成
も
含
め
た
制
度
を
維
持
し

て
い
た
背
景
に
は
、
漁
船
漂
着
の
対
応
の
み

な
ら
ず
、
さ
ら
に
広
範
な
朝
鮮
船
の
往
来
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
鎖
国
体
制
の
下
で
の

通
交
体
制
に
つ
い
て
、
薩
摩
藩
か
ら
朝
鮮
国

ま
で
含
む
通
交
圏
の
再
構
築
の
可
能
性
を
示

唆
す
る
事
例
で
あ
る
と
述
べ
た
。

朴
枝
香
（
パ
ク
・
ジ
ヒ
ャ
ン
）
氏
の
「
英

国
と
東
ア
ジ
ア
―
近
代
と
前
近
代
の
出
会

い
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
務
省
資
料
の
読

解
を
通
じ
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初

頭
の
イ
ギ
リ
ス
知
識
人
階
級
の
日
本
と
朝
鮮

に
対
す
る
認
識
を
比
較
し
て
論
じ
た
。当
時
、

イ
ギ
リ
ス
の
知
識
人
階
級
は
、
一
九
一
〇
年

代
ま
で
は
西
欧
化
の
優
等
生
と
し
て
日
本
を

認
識
し
、そ
の
急
速
な
成
長
と
社
会
的
規
律
、

愛
国
心
を
賞
賛
す
る
論
調
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
、
中
国

と
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の

利
害
関
係
の
対
立
が
浮
上
す
る
と
、
イ
ギ
リ

ス
の
対
日
認
識
は
日
本
に
お
け
る
近
代
性
の

限
界
を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
よ
り
、
日
本
が

決
し
て
西
洋
に
追
随
で
き
な
い
と
い
う
事
実

を
確
認
し
よ
う
と
す
る
論
調
に
傾
い
た
。
そ

の
意
識
の
根
底
に
は
十
九
世
紀
前
半
の
人
種

主
義
に
そ
っ
た
他
者
認
識
の
深
化
が
存
在
し

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
で
、
朝
鮮
に
対

す
る
英
国
人
の
認
識
は
、
当
初
か
ら
否
定
的

で
、
無
知
で
、
間
違
っ
た
情
報
が
蔓
延
し
て

い
た
が
、
そ
れ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
入
っ
た

朝
鮮
の
情
報
が
日
本
経
由
だ
っ
た
こ
と
も
作

用
し
て
い
た
と
示
唆
し
た
。
朝
鮮
に
対
す
る

過
小
な
評
価
は
第
二
次
世
界
大
戦
期
ま
で
変

化
せ
ず
、朝
鮮
人
の
統
治
能
力
へ
の
不
信
が
、

信
託
統
治
案
を
浮
上
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た

と
論
じ
た
。

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
　

「
東
ア
ジ
ア
文
化
に
対
す
る
韓
国
と
日
本
の
認
識
」

崔
元
植
（
チ
ェ
・
ウ
ォ
ン
シ
ク
）
氏
の

「
ポ
ス
ト
６５
年
の
た
め
の
断
想
―
『
秀
吉
一

代
と
壬
辰
禄
』
を
読
ん
で
」
と
い
う
発
表
で

氏
は
、
一
九
六
五
年
日
韓
基
本
条
約
に
象
徴

さ
れ
る
、
冷
戦
期
の
日
韓
関
係
を
規
定
し
て

い
た
体
制
を
「
６５
年
体
制
」
と
呼
ん
だ
。

一
九
九
八
年
日
韓
共
同
宣
言
に
よ
っ
て
日
韓

の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
謳
い
上
げ

ら
れ
な
が
ら
も
、現
在
も
南
北
分
断
の
た
め
、

依
然
と
し
て
「
６５
年
体
制
」
が
強
い
力
を

持
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。「
６５
年
体
制
」
を

解
体
し
て
い
く
上
で
の
「
建
設
の
連
帯
」
と

左から徳永和喜氏、松本
健一氏、田代和生氏、馬
越徹氏
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教授会館）
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い
て
、
柳
宗
悦
の
思
想
と
業
績
を
批
判
的
に

再
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
論
じ
た
。

討
論
に
お
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
背
景
と
し
て
の
歴
史
認
識

の
他
者
と
の
共
有
の
可
能
性
、
歴
史
家
／
歴

史
学
者
と
し
て
の
歴
史
を
語
る
態
度
に
つ
い

て
論
点
が
集
中
し
た
。

特
に
、
東
ア
ジ
ア
三
国
の
国
民
国
家
形
成

過
程
に
つ
い
て
、
衞
藤
瀋
吉
氏
か
ら
発
展
段

階
の
異
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
衝
突
点
と

し
て
満
州
事
変
を
捉
え
る
見
方
が
提
示
さ
れ

た
が
、
そ
れ
に
対
し
、
高
柄
翊
（
コ
・
ビ
ョ

ン
イ
ク
）
氏
か
ら
は
、
加
害
と
被
害
の
立
場

で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
は
同
じ
で
は

な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
今
後
、
中
国
も

含
め
た
東
ア
ジ
ア
三
国
で
の
国
民
国
家
形
成

過
程
に
関
す
る
共
同
研
究
が
期
待
さ
れ
る
と

の
コ
メ
ン
ト
も
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
教
科
書
問
題
に
つ
い
て
は
馬
越
徹

氏
か
ら
、
日
韓
と
も
に
全
体
で
見
れ
ば
教
科

書
の
記
述
自
体
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
色
を
薄

め
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
教
科

書
問
題
が
起
こ
っ
た
背
景
に
は
マ
ス
コ
ミ
の

言
論
行
動
の
あ
り
方
が
大
き
く
作
用
し
た
点

を
指
摘
し
、
教
育
界
、
政
府
間
で
も
も
っ
と

早
期
に
対
話
を
は
じ
め
る
必
要
性
が
あ
っ
た

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

会
議
に
先
立
っ
て
は
、
会
場
の
ソ
ウ
ル
大

学
校
内
に
あ
る
奎
章
閣
を
見
学
し
、
朝
鮮
王

朝
時
代
の
記
録
を
中
心
と
し
て
、
所
蔵
す
る

古
文
書
や
古
地
図
の
説
明
を
受
け
た
。

も
は
や
、
日
本
・
韓
国
の
い
ず
れ
も
、
他

者
の
視
線
な
く
し
て
は
自
己
規
定
は
な
し
え

ず
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で
交
錯
す
る
自
己
・
他

者
の
視
線
と
そ
の
関
係
性
の
中
に
の
み
、

「
日
本
」「
韓
国
／
朝
鮮
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
か
。
日
韓
間

の
さ
ら
に
開
か
れ
た
議
論
へ
の
可
能
性
に
期

待
し
な
が
ら
、
最
も
近
い
他
者
の
目
に
よ
っ

て
自
己
を
さ
ら
に
深
く
省
察
す
る
契
機
と
し

て
こ
の
会
議
の
意
義
が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と

が
、
第
１４
回
の
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

し
て
の
日
韓
の
市
民
社
会
の
可
能
性
に
期
待

し
、歴
史
的
経
験
の
真
正
な
共
有
の
た
め
の
、

差
異
の
発
見
と
尊
重
に
基
づ
く
歴
史
に
対
す

る
相
互
理
解
と
相
互
教
育
の
必
要
を
主
張
し

た
。
そ
し
て
、
歴
史
記
述
の
ひ
と
つ
の
可
能

性
と
し
て
、
玄
丙
周
『
秀
吉
一
代
と
壬
辰
録
』

を
紹
介
し
た
。
こ
の
小
説
に
は
、
十
六
世
紀

末
の
朝
鮮
を
め
ぐ
っ
て
東
ア
ジ
ア
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
壬
辰
倭
乱
の
全
プ
ロ
セ
ス
と
す
べ

て
の
局
面
が
野
談
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
複
眼
的
な
視
点
で
東
ア
ジ
ア
三
国
史
を

ひ
と
つ
の
文
脈
の
中
に
総
合
し
た
稀
有
な
例

で
あ
る
と
評
価
し
た
。

竹
中
均
氏
の
「
柳
宗
悦
と
朝
鮮
陶
磁
―
茶

道
の
継
承
と
批
判
と
い
う
視
点
か
ら
―
」
で

は
、
茶
道
や
柳
宗
悦
の
思
想
に
あ
ら
わ
れ
る

「
高
麗
茶
碗
」「
李
朝
」
と
い
う
日
本
人
に
よ

る
呼
称
が
、
現
実
に
朝
鮮
半
島
に
暮
ら
す

人
々
の
暮
ら
し
へ
の
視
点
が
欠
け
て
い
た
一

方
的
な
「
名
づ
け
」
で
あ
り
、
個
人
の
主
観

的
な
意
図
を
超
え
て
作
用
す
る
「
名
づ
け
の

暴
力
性
」
を
は
ら
ん
で
い
る
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
旅
行

ブ
ー
ム
で
は
、
植
民
地
支
配
へ
の
反
省
ど
こ

ろ
か
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
や
露
骨
な
コ
ロ

ニ
ア
リ
ズ
ム
が
跋
扈
し
、「
か
わ
い
い
」
も

の
と
し
て
ア
ジ
ア
の
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
を
消
費

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
柳
宗
悦
の
運
動

と
の
共
通
性
と
、
旅
行
経
験
が
人
格
形
成
と

無
関
係
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
に
お

第14回日韓・韓日合同学術会議

左から具 列氏、崔元植氏、朴枝香氏
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日
本
に
お
け
る
韓
国
・
朝
鮮
研
究
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近
年
韓
国
・
朝
鮮
研
究
者
に
よ
る
各
分
野
の
学

会
・
研
究
会
の
設
立
が
相
次
ぎ
、
研
究
大
会
が
毎

週
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
秋
は
ま
さ
に
「
学
会
シ
ー

ズ
ン
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
活
況
を
呈
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
で
質
の
高
い
発
表
が
行
わ
れ
、

現
在
の
日
本
の
韓
国
・
朝
鮮
研
究
の
水
準
を
示
し
た

ほ
か
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
側
か
ら
、
現
実
の
日
韓
を

め
ぐ
る
諸
問
題
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な

さ
れ
た
こ
と
が
二
〇
〇
一
年
の
傾
向
で
あ
り
、
生
き

た
学
問
と
し
て
の
日
本
の
韓
国
・
朝
鮮
研
究
の
位
相

を
示
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
「
調
査
ノ
ー
ト
」
で
は
、
朝
鮮
学
会
、
朝

鮮
語
研
究
会
、
朝
鮮
語
教
育
研
究
会
、
朝
鮮
史
研
究

会
、
韓
国
・
朝
鮮
文
化
研
究
会
、
現
代
韓
国
朝
鮮
学

会
の
六
つ
の
学
会
を
取
り
上
げ
た
。
な
お
学
会
の
紹

介
は
、
二
〇
〇
一
年
十
〜
十
一
月
の
研
究
大
会
が

開
催
さ
れ
た
順
に
拠
っ
た
。（
文
責
　
日
韓
文
化
交

流
基
金
）

◆
会
長

橋
本
武
人
（
天
理
大
学
学
長
）

◆
事
務
局

天
理
大
学
朝
鮮
学
科
研
究
室
内

◆
設
立
年

一
九
五
〇
年

◆
対
象
分
野

語
学
、
文
学
、
歴
史
学
、
考
古
学
、

文
化
人
類
学

●
朝
鮮
学
会

◆
学
会
誌

朝
鮮
学
報
（
二
〇
〇
一
年
十
月
現
在
、

第
百
八
十
輯
ま
で
刊
行
）

◆
活
動
状
況

学
会
誌
『
朝
鮮
学
報
』
を
年
四
回
発

行
、
年
一
回
の
大
会
を
中
心
に
活
動
。

◆
研
究
大
会

●
日
時
、
場
所

十
月
六
〜
七
日
（
天
理
大
学
）

●
内
容

【
公
開
講
演
】

¡

「
韓
国
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
発
見
と
そ
の
意
義

―
日
本
古
訓
点
と
の
関
係
―
」
小
林
芳
規
（
徳
島
文

理
大
学
）

¡

「
高
麗
時
代
の
点
吐
口
訣
の
種
類
と
そ
の
読
法

に
つ
い
て
」
南
豊
鉉
（
檀
國
大
学
校
）

【
研
究
発
表
会
】

第
一
部
門
　
語
学
分

野
　
十
名

第
二
部
門
　
文
学
分

野
　
十
名

第
三
部
門

歴
史
学
・

民
族
学
・
考
古
学
・

そ
の
他
の
分
野
　
十

名★
二
〇
〇
〇
年
に
発
見
さ
れ
た
韓
国
の
角
筆
文
献
に
関

す
る
公
開
講
演
で
は
、
日
本
の
訓
点
と
の
関
係
性
か
ら

交
流
の
歴
史
が
読
み
取
れ
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を

集
め
た
。
十
月
七
日
は
語
学
、
文
学
、
歴
史
学
な
ど
の

三
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
学
術
発
表
が
行
わ
れ
た
。
韓

国
か
ら
の
参
加
者
・
発
表
者
も
多
く
、
各
会
場
に
お
い

て
日
韓
両
語
に
よ
り
専
門
性
の
高
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
い
た
。

◆
会
長

野
間
秀
樹
（
東
京
外
国
語
大
学
）

◆
事
務
局

東
京
外
国
語
大
学
朝
鮮
語
学
研
究
室

内◆
設
立
年

一
九
八
三
年

◆
対
象
分
野

朝
鮮
語
学

◆
活
動
状
況

月
一
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
平
成

十
三
年
十
月
の
朝
鮮
語
教
育
研
究
会
と
の
合
同
研

究
会
で
第
百
八
十
回
を
迎
え
た
。

◆
事
務
局
代
表
・
世
話
人

油
谷
幸
利（
同
志
社
大
学
）

◆
事
務
局
同
志
社
大
学
言
語
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー

油
谷
研
究
室

◆
設
立
年

一
九
九
九
年

◆
対
象
分
野

朝
鮮
語
教
育

◆
活
動
状
況

年
四
回
、
全
体
会
を
開
催
し
て
い

る
ほ
か
、
到
達
度
、
情
報
処
理
、
文
化
論
の
各
分
科

会
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

●
朝
鮮
語
教
育
研
究
会

●
朝
鮮
語
研
究
会

﹇
朝
鮮
語
研
究
会
・
朝
鮮
語
教
育
研
究
会
　
合
同

研
究
会
﹈

●
日
時
、
場
所
　
十
月
八
日
（
大
阪
府
・
吹
田
勤
労

者
会
館
）

●
内
容

【
研
究
発
表
】

¡

「
日
本
語
と
韓
国
語

に
お
け
る
談
話
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー
と
し
て
の
ス
ピ

ー
チ
レ
ベ
ル
シ
フ
ト
」

金
珍
娥
（
東
京
外
国
語

大
学
大
学
院
）

¡

「
韓
国
朝
鮮
語
教
科

書
の
語
彙
調
査
」
長
谷

川
由
起
子
（
九
州
産
業
大
学
）、
李
秀

（
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

¡

「
韓
国
朝
鮮
語
教
育
の
問
題
点
」

司
会
者
　
波
田
野
節
子
（
県
立
新
潟
女
子
短
期
大

学
）

討
論
者
　
呉
大
煥
（
名
古
屋
商
科
大
学
）、
岸
田
文

隆
（
大
阪
外
国
語
大
学
）、
野
間
秀
樹
（
東
京
外
国

語
大
学
）、
朴
宰
秀
（
朝
鮮
大
学
校
）、
福
井
怜
（
東

京
大
学
）、
油
谷
幸
利
（
同
志
社
大
学
）

★
研
究
発
表
で
は
両
研
究
会
会
員
が
朝
鮮
語
研
究
と
朝

鮮
語
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
の
発
表
を
行
っ
た
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
教
育
現
場
か
ら
の
質
問
を

受
け
る
形
で
進
め
ら
れ
、
高
校
で
韓
国
朝
鮮
語
教
育
に

取
り
組
む
教
員
の
意
見
も
ま
じ
え
、
文
法
や
正
書
法
、

教
授
法
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
具

体
的
な
問
題
点
に
対
す
る
討
論
か
ら
韓
国
朝
鮮
語
教
育

の
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
朝
鮮
語
研
究
・
朝
鮮
語

教
育
間
の
対
話
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

日
本
に
お
け
る
韓
国
・
朝
鮮
研
究

学
会
編
　
―
―
研
究
大
会
レ
ビ
ュ
ー

調査ノート
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◆
会
長

北
村
秀
人
（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

◆
事
務
局

﹇
関
東
部
会
﹈
一
橋
大
学
大
学
院
社
会

学
研
究
科
　
糟
谷
研
究
室
、﹇
関
西
部
会
﹈
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
　
水
野
研
究
室

◆
設
立
年

一
九
五
九
年

◆
対
象
分
野

朝
鮮
史

◆
学
会
誌

『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』（
緑
蔭
書

房
発
売
、
二
〇
〇
一
年
十
月
現
在
、
第
三
十
九
集
ま

で
刊
行
）

◆
活
動
状
況

関
東
と
関
西
の
部
会
で
月
例
会
を
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

◆
研
究
大
会

●
日
時
、
場
所

十
月

二
十
〜
二
十
一
日
（
学

習
院
大
学
）

●
内
容

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

講
演
「
歴
史
教
育
と
朝

鮮
史
研
究
」

¡

「
問
わ
れ
る
歴
史
教

科
書
、
広
が
る
歴
史
の

対
話
―
共
生
の
た
め
の
韓
日
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア

（O
D
Y
SSEY

）
―
」
鄭
在
貞
（
ソ
ウ
ル
市
立
大
学

校
）

¡

「
朝
鮮
植
民
地
支
配
を
ど
う
教
え
る
か
―
高
ま
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
『
居
直
り
』
史
観
に
抗
し
て

―
」
目
良
誠
二
郎
（
海
城
高
校
・
中
学
）

【
研
究
報
告
】

統
一
テ
ー
マ
「
朝
鮮
の
領
域
観
と
自
己
認
識
―
前

近
代
と
近
代
と
の
接
点
」

¡

「
朝
鮮
王
朝
後
期
の
歴
史
地
理
認
識
と
疆
域
観
」

●
朝
鮮
史
研
究
会

文
純
實
（
中
央
大
学
）

¡

「
十
八
世
紀
末
海
浪
賊
騒
擾
事
件
に
見
る
天
主
教

の
受
容
と
そ
の
変
容
」
鈴
木
信
昭
（
富
山
大
学
）

¡

「
朝
鮮
後
期
済
州
島
漂
流
民
の
出
身
地
詐
称
」

六
反
田
豊
（
九
州
大
学
）

¡

「
朝
清
境
界
問
題
に
み
ら
れ
る
朝
鮮
の
『
領
域

観
』
―
『
勘
界
会
談
』
後
か
ら
日
露
戦
争
期
ま
で

―
」
秋
月
望
（
明
治
学
院
大
学
）

★
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
二
〇
〇
一
年
「
歴
史
教
科
書
問

題
」
に
関
連
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
学
会
と
し
て
の
問

題
意
識
を
示
し
た
。
統
一
テ
ー
マ
に
よ
る
研
究
報
告
で

は
、
近
世
朝
鮮
に
お
け
る
領
域
観
の
表
象
に
つ
い
て
、

幅
広
い
事
例
が
報
告
さ
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関

連
に
つ
い
て
の
重
要
な
示
唆
を
得
た
。

◆
会
長

伊
藤
亞
人
（
東
京
大
学
）

◆
事
務
局

東
京
大
学
教
養
学
部
文
化
人
類
学
教

室◆
設
立
年

二
〇
〇
〇
年

◆
対
象
分
野

韓
国
・
朝
鮮
の
社
会
・
文
化
の
研

究◆
活
動
状
況

定
期
的
に
研
究
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
「
韓
国
・
朝
鮮
文
化
研
究
会

通
信
」
を
発
行
。

◆
研
究
大
会

●
日
時
、
場
所

十
月

二
十
七
日
（
東
京
大
学

教
養
学
部
）

●
内
容

【
研
究
発
表
】

¡

「
植
民
地
期
朝
鮮
に

お
け
る
宗
教
政
策
―

●
韓
国
・
朝
鮮
文
化
研
究
会

『
心
田
開
発
』
を
中
心
に
」
川
瀬
貴
也
（
東
京
大
学

大
学
院
）

¡

「
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
の
多
面
性：

教
会

構
成
員
の
組
織
内
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
の
権
威

を
中
心
に
」
太
田
心
平
（
大
阪
大
学
大
学
院
／
ソ
ウ

ル
大
学
校
大
学
院
）

¡

「
サ
ハ
リ
ン
朝
鮮
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

崔
吉
城
（
広
島
大
学
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

「
韓
国
研
究
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
あ
り
方
」

¡

「
福
祉
・
医
療
現
場
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

株
本
千
鶴
（
東
京
都
立
大
学
）

¡

「
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
・
教
会
」

秀
村
研
二
（
明
星
大
学
）

¡

「
日
朝
交
流
史
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
田
代
和
生
（
慶

應
義
塾
大
学
）

司
会
者
　
嶋
陸
奥
彦
（
東
北
大
学
）、
吉
田
光
男

（
東
京
大
学
）

★
「
現
場
を
重
視
す
る
研
究
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

幅
広
い
分
野
の
研
究
者
が
結
集
で
き
る
研
究
組
織
を
目

指
す
学
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成

果
を
生
か
し
た
研
究
発
表
が
目
立
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
各
報
告
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
経
験
に
基
づ
い
た

報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
全
体
討
論
で
方
法
論
と
し
て
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
、
日
本
人
研
究
者
に
と

っ
て
の
韓
国
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
そ
の
限
界
な
ど
に

つ
い
て
の
議
論
が
深
め
ら
れ
た
。

◆
会
長

小
此
木
政
夫
（
慶
應
義
塾
大
学
）

◆
事
務
局

筑
波
大
学
社
会
科
学
系
古
田
研
究
室

◆
設
立
年

二
〇
〇
〇
年

◆
対
象
分
野

現
代
韓
国
朝
鮮
の
政
治
・
経
済
・

●
現
代
韓
国
朝
鮮
学
会

社
会
・
国
際
関
係
な
ど

◆
学
会
誌

『
現
代
韓
国
朝
鮮
研
究
』（
二
〇
〇
一

年
十
一
月
現
在
、
第
一
号
を
刊
行
）

◆
活
動
状
況

年
一
回
の
研
究
大
会
を
中
心
に
研
究

会
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

◆
研
究
大
会

●
日
時
、
場
所

十
一

月
十
七
日
（
慶
應
義
塾

大
学
三
田
校
舎
）

●
内
容

【
研
究
報
告
】

¡

「『
与
村
野
都
』
の

構
図
―
民
主
化
前
韓

国
の
政
治
的
亀
裂
―
」

若
畑
省
二
（
信
州
大
学
）

¡

「
韓
国
に
お
け
る
社
会
福
祉
と
社
会
福
祉
研
究
」

株
本
千
鶴
（
東
京
都
立
大
学
）

司
会
者
　
深
川
博
史
（
九
州
大
学
）

討
論
者
　
倉
持
和
雄
（
横
浜
市
立
大
学
）、
林
成
蔚

（
北
海
道
大
学
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
と
そ
の
後
の
韓
国
の
変
容
」

司
会
者
　
渡
辺
利
夫
（
拓
殖
大
学
）

発
表
者
　
深
川
由
紀
子
（
青
山
学
院
大
学
）、
大
西

裕
（
大
阪
市
立
大
学
）、
倉
田
秀
也
（
杏
林
大
学
）、

橋
本
隆
祐
（
日
本
経
済
新
聞
）

★
現
代
の
韓
国
お
よ
び
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を

扱
う
。
従
来
の
議
論
を
さ
ら
に
理
論
的
か
つ
精
緻
に
実

証
化
す
る
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
一
九
九
七
年
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
以
降

の
韓
国
の
問
題
に
つ
い
て
、
経
済
、
政
治
、
国
際
関
係

の
側
面
と
、
マ
ス
コ
ミ
の
立
場
か
ら
の
問
題
提
起
を
行

い
、
全
体
討
論
を
行
っ
た
。
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こ
の
論
文
集
に
は
、
日
韓
の
社
会
組
織
を
比

較
研
究
し
よ
う
と
い
う
共
同
テ
ー
マ
の
も
と
に

十
名
の
文
化
人
類
学
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

文
化
と
社
会
は
コ
イ
ン
の
表
裏
を
な
す
よ
う
な

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
特
有
な
文
化
的

伝
統
が
組
織
の
実
態
や
行
動
を
大
き
く
規
定
し

て
お
り
、
ま
た
具
体
的
な
組
織
や
人
々
の
関
わ

り
を
通
し
て
文
化
的
伝
統
は
捉
え
ら
れ
る
と
い

っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
巻
で
取
り
上
げ

た
組
織
は
、
家
族
や
親
族
と
い
っ
た
基
本
的
な

も
の
か
ら
農
村
や
都
会
に
お
け
る
地
域
組
織
、

経
済
組
織
、
宗
教
組
織
、
あ
る
い
は
任
意
参
加

に
よ
る
組
織
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
及
ん
で

い
ま
す
。

他
の
班
と
比
べ
る
と
こ
の
研
究
班
の
最
大
の

特
色
は
、
参
加
し
て
い
る
十
名
の
研
究
者
が
い

ず
れ
も
相
手
の
社
会
で
既
に
長
期
間
の
現
地
調

査
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
日
本
側

両
国
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
第
３
次
研

究
タ
ー
ム
（
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
四
年
）
準
備

会
合
を
開
催
し
、リ
ー
ダ
ー
間
の
顔
合
わ
せ
と
、

運
営
方
針
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
（
二
〇
〇
一

年
十
二
月
一
〜
二
日
、
東
京
・
日
韓
文
化
交
流

基
金
会
議
室
）。
二
〇
〇
二
年
五
月
に
韓
国
・

ソ
ウ
ル
で
総
会
を
開
催
し
、
各
チ
ー
ム
で
の
研

究
に
入
り
ま
す
。

チーム名 日本側リーダー 韓国側リーダー

歴史１ 渡辺浩（東京大学） 朴忠錫（梨花女子大学校）

歴史２ 宮嶋博史（東京大学） 金容徳（ソウル大学校）

文化・社会 伊藤亞人（東京大学） 韓敬九（国民大学校）

文化交流史 濱下武志（京都大学） 崔章集（高麗大学校）★

市民社会 小林良彰（慶應義塾大学） 任 伯（高麗大学校）

政治・社会 服部民夫（同志社大学） 張達重（ソウル大学校）

国際関係 小此木政夫（慶應義塾大学）★ 文正仁（延世大学校）

の
五
名
は
皆
が
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
古
典
的

な
農
村
調
査
か
ら
始
め
て
、
し
だ
い
に
さ
ま
ざ

ま
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
関
心
を
広
げ
て
き
ま
し

た
が
、
韓
国
側
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
初
め
か

ら
地
方
都
市
や
企
業
組
織
を
対
象
に
し
て
き
た

者
も
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
比
較
の
視
点
に

立
ち
な
が
ら
も
日
本
側
は
主
と
し
て
韓
国
を
、

韓
国
側
は
日
本
を
対
象
と
す
る
分
担
形
式
を
と

り
ま
し
た
。

文
化
人
類
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、
現
地
で

の
長
期
に
わ
た
る
生
活
を
自
ら
体
験
し
な
が

ら
、
社
会
・
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
や
現
実

に
関
心
を
は
ら
っ
て
、
で
き
る
だ
け
相
対
的
に

理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

同
じ
く
文
化
人
類
学
と
い
っ
て
も
、
日
本
と
韓

国
と
で
は
文
化
的
な
背
景
も
異
な
り
ま
す
か

ら
、
自
ず
か
ら
両
国
の
学
風
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特

色
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
ま
た
、
異
文
化
研

究
の
専
門
家
と
し
て
、
互
い
に
「
異
文
化
を
楽

し
む
」
余
裕
が
見
ら
れ
る
の
も
文
化
人
類
学
の

特
色
の
よ
う
で
す
。
全
員
が
相
手
の
言
語
に
も

通
じ
て
い
ま
す
の
で
、
打
ち
合
わ
せ
や
合
同
の

会
議
に
も
通
訳
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち

文
化
人
類
学
の
研
究
者
ど
う
し
が
う
ま
く
交
流

で
き
な
い
よ
う
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

伊
藤
亞
人

日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１
次
研
究
タ
ー
ム
文
化
チ
ー
ム
論
文
集
刊
行

第
１
次
研
究
タ
ー
ム
文
化
チ
ー
ム
論
文
集
刊
行

第
３
次
研
究
タ
ー
ム

へ
の
助
走
――

第
３
次
研
究
タ
ー
ム

へ
の
助
走
――

日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
１
次
研
究
タ
ー
ム
、
文
化
チ
ー
ム
の
論
文
集
が

二
〇
〇
一
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
、「
日
韓
共
同
研
究
叢
書
」
の
第
５
巻
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
で
第
２
次
研
究
タ
ー
ム
は
研
究
成
果
の
出
版
を
残
し
て
終
了
し
、

来
年
度
か
ら
新
し
い
研
究
体
制
が
発
足
し
ま
す
。

●第3次研究ターム　チームリーダー

★は座長

日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
５
巻
『
韓
日
社
会
組
織
の
比
較
』
日
本
語
版
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基
金
が
一
九
九
九
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
日
韓
中
高

生
交
流
事
業
で
は
、
日
本
と

韓
国
の
各
地
の
学
校
を
訪
問

し
、
生
徒
同
士
の
交
流
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
若
い
世
代
の
交
流
が

根
づ
い
て
き
て
い
る
こ
と
を

実
感
さ
せ
る
楽
し
い
風
景
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
韓
中
高
生
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

鳥
取
県
中
学
生
訪
韓
研
修
団
は
、
十
月
二

十
九
日
か
ら
十
一
月
二
日
の
日
程
で
ソ
ウ

ル
を
中
心
と
し
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
取
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
中
学
生
の
一
行

は
、
到
着
の
翌
日
か
ら
見
学
や
体
験
学
習

「もう、こんなに
モテることはない
と思う」（本人談）

韓国にお嫁に行っ
ても大丈夫？

日韓中高生交流事業　
―鳥取県中学生訪韓研修―

を
開
始
し
ま
し
た
。

十
月
三
十
一
日
に
は
、
ソ
ウ
ル
・
石
村

（
ソ
ク
チ
ョ
ン
）
中
学
校
を
訪
問
し
、
韓

国
の
中
学
生
と
身
近
に
触
れ
合
い
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
日
本
側
生
徒
代
表
は
歓
迎
式
の

あ
い
さ
つ
を
事
前
に
練
習
し
た
韓
国
語
で

す
べ
て
行
い
、
韓
国
側
だ
け
で
な
く
日
本

側
か
ら
も
驚
き
と
賞
賛
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

続
く
体
験
授
業
で
は
、
実
際
の
授
業

や
、
石
村
中
学
校
で
普
段
取
り
組
ん
で
い

る
特
別
活
動
を
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。

伝
統
礼
節
学
習
の
体
験
で
は
、
伝
統
的
な

韓
服
を
着
て
、
両
手
を
重
ね
て
腰
を
か
が

め
る
正
式
な
あ
い
さ
つ
を
繰
り
返
し
練
習

し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
俗
音
楽
の
サ
ム
ル

ノ
リ
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
韓
国
の
生
徒

と
一
緒
に
体
験
し
、
楽
し
み
ま
し
た
。

交
流
の
時
間
で
は
、
石
村
中
学
校
の
生

徒
が
、
サ
ム
ル
ノ
リ
の
演
奏
、
伝
統
舞

踊
、
現
代
的
な
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、

合
唱
な
ど
、
普
段
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
の
生
徒
は
そ
れ

に
応
え
て
、
日
本
の
歌
か
ら
「
ふ
る
さ

と
」
を
、
韓
国
の
歌
か
ら
「
故
郷
の
春

（
コ
ヒ
ャ
ン
エ
　
ポ
ム
）」
を
歌
い
ま
し

た
。石

村
中
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
短

●研修日程

10/29

米子発　ソウル着

10/30

水原華城、韓国民俗村、利川陶芸村見学

10/31

学校訪問：石村中学校（ソウル）

歓迎式、合同授業（伝統礼節教育、サムルノ

リ学習、フォークダンス）、交流の時間

11/1

オドゥ山統一展望台、景福宮見学

ミュージカル「ナンタ」公演鑑賞

11/2

ロッテワールド見学

ソウル発　米子着

◆日本中高生訪韓研修実績

期間 男 女 合計 学校訪問日 訪問先

鳥取県中学生

10/29-11/2 28 83 111 10/31 ソウル・石村中学校

大阪府高校生

11/14-11/18 33 75 108 11/15 ソウル・ソウル高等学校

◆韓国中高生訪日研修実績（2001年10月以降）

期間 男 女 合計 学校訪問日 訪問先

第３陣（高校生）

10/9-10/13 49 43 92 10/10 Ａ/大阪府立天王寺高等学校

Ｂ/大阪府立勝山高等学校

第４陣（高校生）

10/16-10/20 40 52 92 10/17 Ａ/京都府立鳥羽高等学校

Ｂ/京都府立洛西高等学校

第５陣（高校生）

10/23-10/27 35 57 92 10/24 Ａ/京都府立洛水高等学校

Ｂ/京都府立商業高等学校

い
時
間
の
中
に
も
韓
国
独
自
の
伝
統
や
、

学
校
生
活
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
た
も
の
で
、
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
合

間
に
は
、
教
室
や
校
庭
で
日
本
の
生
徒
が

韓
国
の
生
徒
に
囲
ま
れ
て
連
絡
先
を
教
え

あ
う
風
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
が
、
日
韓
の
若
い
世
代
が

お
互
い
の
社
会
や
両
国
関
係
に
対
し
深
い

関
心
を
持
ち
、
自
発
的
に
学
ぶ
契
機
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日韓中高生交流事業　
―鳥取県中学生訪韓研修―
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演
奏
者
も
観
客
も
一
体
と
な
っ
た
―

第
３
回
全
州
散
調
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ル
ム
ア
シ
ア
代
表

康
貞
子

全
羅
北
道
全
州
市
の
伝
統
的
韓
国
家
屋
保

存
地
区
で
開
か
れ
た
「
全
州
散
調
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」（
二
〇
〇
一
年
十
月
四
日
〜
七
日
）

は
、
三
回
目
を
迎
え
た
。

「
散
調
」
は
、
即
興
性
の
高
い
器
楽
独
奏

曲
で
あ
り
、
韓
国
伝
統
音
楽
の
中
で
も
特
に

芸
術
性
の
高
い
音
楽
分
野
で
あ
る
。
全
州
散

調
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
散
調
を
現
代
音

楽
と
し
て
と
ら
え
、
世
界
に
広
め
る
た
め
に

は
、
世
界
か
ら
多
く
の
音
楽
家
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
集
い
、
交
流
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
毎
回

隣
の
日
本
か
ら
音
楽
家
を
招
い
て
交
流
を
図

っ
て
き
た
。
全
州
で
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
触
れ
合
う
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

く
、
日
本
に
違
和
感
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち

も
多
い
。
し
か
し
、
感
動
的
な
演
奏
を
聴
き
、

人
柄
に
触
れ
た
と
き
、
違
和
感
は
消
え
、
友

好
的
な
関
係
に
変
わ
る
。
日
本
の
演
奏
者
自

身
も
「
散
調
」
と
い
う
音
楽
形
態
に
つ
い
て

考
え
、
体
験
す
る
機
会
と
な
る
。

散
調
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
道
や
国
が
後

援
す
る
華
や
か
で
規
模
の
大
き
い
エ
キ
ス
ポ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
は
異
な
り
、
地
域
の
特

色
を
も
つ
専
門
的
な
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
あ
る
。
全
州
市
は
、
朝
鮮
王
朝
の
官
衙
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
気
品

と
落
ち
着
き
の
あ
る
町
並
み
が
残
っ
て
い

る
。
ソ
ウ
ル
、
釜
山
か
ら
車
で
三
〜
四
時
間

と
い
う
距
離
は
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
訪

れ
る
に
は
少
し
不
便
で
あ
る
。
全
州
散
調
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
音
楽
的
な
意
味
の
ほ
か

に
も
、
地
方
か
ら
文
化
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

と
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
地
方
の
よ
さ
、

つ
ま
り
韓
国
の
よ
さ
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
素

朴
な
人
情
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
と
こ
ろ

に
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。

今
回
、
日
本
か
ら
は
尺
八
演
奏
家
の
中
村

明
一
、
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
（
天
台
声
明
）
の

桜
井
真
樹
子
を
含
む
、
五
名
の
演
奏
家
、
民

族
音
楽
研
究
家
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
。

中
村
明
一
の
演
奏
す
る
尺
八
は
、
観
客
た

ち
に
深
い
感
動
を
与
え
る
一
方
で
、
韓
国
の

演
奏
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、驚
き
で
あ
っ
た
。

ど
う
し
て
あ
の
よ
う
な
演
奏
が
可
能
な
の

か
？
　
演
奏
後
の
座
談
会
で
は
、
専
門
的
な

質
問
が
た
く
さ
ん
飛
び
出
し
、
ス
テ
ー
ジ
で

の
演
奏
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ざ
を
交
え
た
交
流

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
、
散
調
通
り

で
の
祭
り
は
、
こ
の
路
地
に
住
む
住
民
や
、

様
々
な
地
域
か
ら
の
観
客
、
外
国
人
、
プ

ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
の
音
楽
愛
好
家
た
ち
が
一

体
と
な
り
、
忘
れ
ら
れ
た
村
祭
り
を
連
想
さ

せ
る
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
。
日
本
の
声
明
を

披
露
し
た
桜
井
真
樹
子
は
思
い
が
け
な
く
、

韓
国
の
梵
唄
（
仏
教
音
楽
）
の
声
楽
家
と
共

に
合
唱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
ン
ソ
リ
コ

ン
テ
ス
ト
優
勝
の
、
全
北
大
の
学
生
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
に
題
材
を
得
た
曲
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
あ
た
り
一
帯
は
笑
い
の
渦
と

な
り
、
老
い
も
若
き
も
共
に
楽
し
ん
だ
。

第
３
回
全
州
散
調
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
大

き
な
成
果
は
、
民
間
主
導
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
い
う
認
識
を
与
え
た
こ
と
、
日
本
と
韓

国
の
「
散
調
」
性
に
的
を
絞
っ
た
演
奏
や
講

演
会
・
座
談
会
が
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
日
本
か
ら
多
く
の
観
客
が
訪

れ
、
全
州
の
伝
統
的
な
町
並
み
や
食
べ
物
、

文
化
に
触
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
心
の
交
流
が
も
て
た
こ
と

に
あ
る
。
地
元
の
新
聞
か
ら
は
、
非
常
に
専

門
的
で
あ
り
な
が
ら
、
大
衆
的
な
要
素
を
も

ち
、
地
域
に
根
付
い
た
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
の
評
価
を
得
た
。

地
方
都
市
こ
そ
、
地
方
色
を
生
か
し
た
国

際
的
な
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

改
め
て
感
じ
た
。
そ
し
て
地
方
の
人
た
ち
が

自
負
心
を
も
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

カン　チョンジャ

1985年より東京で韓国伝統音楽の紹介に
努め、「散調シリーズ」を4年間行ったの
ち、日韓のフリージャズや伝統音楽の交
流をプロデュースしてきた。98年より韓
国に拠点を移して、99年第1回「全州散
調フェスティバル」をプロデュース。地
方での文化プロデュースの困難を乗り越
え、やっと地方に根付き始めた。

英語と日本語の解説
付きコンサート、「外
国人のための散調」
（10月7日、郷校に
て）。韓国伝統茶と
菓子でもてなした

10月6日深夜に「茶門」で行われた座談会、「即興に関し
て」。副島輝人氏を囲んで、日本の尺八奏者中村明一氏、
韓国の大 奏者ウォン・チャヒョン氏を中心に韓国と日本
の笛の奏法について白熱した討論がなされた

「流派別大 散
調」（10月6日、
文化空間「茶
門」にて）
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「
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
熱
い
議
論

日
韓
地
方
紙
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局
長
／
河
北
新
報
社
東
京
支
社
編
集
部
長

渡
辺
幸
英

音
楽
、
映
画
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
食
べ
物

―
―
。
日
本
と
韓
国
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
韓
国

ブ
ー
ム
、日
本
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
の
浸
透
が
進

ん
で
い
る
。
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
若
者

た
ち
だ
。
そ
の
背
景
を
探
り
、
今
後
を
展
望

す
る
こ
と
は
、
二
十
一
世
紀
の
両
国
の
友
好

関
係
を
築
く
重
要
な
カ
ギ
に
な
る
だ
ろ
う
。

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
日
韓
地
方
紙
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
う
し
た
狙
い
か
ら
テ

ー
マ
を
「
文
化
交
流
と
若
者
た
ち
」
と
し
て
、

九
月
二
十
六
日
、
仙
台
市
の
仙
台
国
際
ホ
テ

ル
を
会
場
に
開
か
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
新
潟
日
報
と
韓

国
・
大
田
日
報
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
報

道
を
通
じ
て
日
韓
問
題
を
広
く
市
民
に
考
え

て
も
ら
お
う
と
、
両
社
が
日
韓
双
方
の
地
方

紙
に
呼
び
か
け
て
一
九
九
五
年
に
始
ま
っ

た
。当
初
は
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
五
社
だ
っ
た
が
、

昨
年
か
ら
は
日
韓
各
六
社
、
計
十
二
社
の
参

加
で
行
わ
れ
て
い
る
。
毎
回
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
各
社
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
を
一
人
ず
つ
出

し
て
討
論
す
る
。討
論
自
体
は
非
公
開
だ
が
、

内
容
を
特
集
面
な
ど
の
紙
面
で
詳
し
く
紹
介

す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
日
韓
交
互
に
年
一
回
開
催

し
、
主
催
国
側
が
相
手
国
側
参
加
者
を
招
待

す
る
の
が
原
則
。日
本
で
開
催
す
る
場
合
は
、

各
社
が
持
ち
回
り
で
幹
事
を
務
め
、
日
本
側

各
社
の
分
担
金
で
経
費
を
ま
か
な
っ
て
い

る
。
今
回
は
、
日
韓
文
化
交
流
基
金
の
助
成

を
受
け
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
を
決
め
た
の
は
昨
年
末
。

韓
国
に
お
け
る
日
本
の
大
衆
文
化
の
開
放
が

順
調
に
進
み
、「
か
つ
て
な
い
ほ
ど
良
好
」

な
日
韓
関
係
が
そ
の
ま
ま
続
く
と
見
ら
れ
て

い
た
時
期
だ
っ
た
。
し
か
し
見
通
し
は
甘
か

っ
た
。
歴
史
教
科
書
問
題
、
靖
国
神
社
参
拝

問
題
で
、
日
本
大
衆
文
化
開
放
措
置
は
凍
結

さ
れ
、
日
韓
の
交
流
事
業
は
各
地
で
中
止
に

追
い
込
ま
れ
る
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
論
は
一
体
ど
ん
な
展
開
に

な
る
の
か
と
、正
直
な
と
こ
ろ
頭
を
抱
え
た
。

し
か
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

成
澤
勝
・
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
（
韓
国
伝
統
文
化
論
）
の
自
在
な

議
事
進
行
と
、
若
手
・
中
堅
記
者
を
中
心
に

選
ば
れ
た
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
の
率
直
な
意
見

交
換
に
よ
っ
て
、
日
韓
関
係
の
摩
擦
は
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
議
論
を
逆
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

今
回
の
日
韓
関
係
の
摩
擦
は
、
文
化
交
流

を
め
ぐ
る
両
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
摩
擦
や

ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
市

民
レ
ベ
ル
で
の
一
層
の
交
流
が
必
要
な
こ
と

が
、議
論
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て
示
さ
れ
た
。

一
方
、歴
史
認
識
な
ど
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、

韓
国
と
日
本
と
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き

さ
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
各
社
の
特
集
面
は
、

幹
事
社
の
河
北
新
報
が
配
信
し
た
共
通
の
記

事
で
構
成
さ
れ
た
。
配
信
記
事
は
本
文
だ
け

で
約
五
百
行
、
そ
れ
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言

要
旨
、
成
澤
教
授
の
寄
稿
な
ど
、
総
行
数
は

約
九
百
行
に
及
ん
だ
。
文
化
交
流
の
面
か
ら

見
た
日
韓
関
係
の
現
状
や
課
題
を
、
読
者
に

十
分
伝
え
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
う
。

二
〇
〇
二
年
は
韓
国
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
す
る
順
番
に
な
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
テ
ー

マ
が
選
ば
れ
、
ど
ん
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る

の
か
。
事
務
方
と
し
て
は
、
不
安
で
も
あ
り
、

ま
た
楽
し
み
で
も
あ
る
。わたなべ　ゆきひで

1946年生まれ。仙台市出身。
東北大学理学部生物学科卒。
1971年河北新報社入社。編
集局整理本部副部長、編集局
学芸部副部長を経て、2000
年4月から東京支社編集部長。

テーブルを挟んで、日韓双方の記者が議論を交わしたフォーラム

日韓地方紙交流フォーラム参加社

●日本側
河北新報（仙台市）、新潟日報（新潟市）、静
岡新聞（静岡市）、中国新聞（広島市）、高知
新聞（高知市）、熊本日日新聞（熊本市）

●韓国側
大田日報（大田市）、江原日報（春川市）、光
州日報（光州市）、毎日新聞（大邱市）、釜山
日報（釜山市）、済州日報（済州市）

日韓地方紙交流フォーラムの歩み

●第１回
1995年5月16日、広島市
テーマ　戦後50年－新時代への提言
パネリスト　日韓10社の編集局長　　　
●第２回
1996年10月23-24日、韓国・大田市
テーマ　ワールドカップ新時代と言論の役割
パネリスト 日韓10社の編集局長・論説委員
長
●第３回
1997年7月8-9日、新潟市
テーマ　女性が築く新交流時代
パネリスト　日韓10社の女性記者
●第４回
2000年9月27-28日、韓国・大田市
テーマ　政治とマスコミ
パネリスト　日韓12社の政治関係部長
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10～12月

●訪日団

10～12月

韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事
業
―

●「
韓
国
の
学
術
と
文
化
」シ
リ
ー
ズ
新
刊

以
下
の
図
書
が
韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事
業

の
一
環
と
し
て
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

『
韓
国
環
境
運
動
の
社
会
学
』（
具
度
完

著
、
石
坂
浩
一
・
福
島
み
の
り
訳
）。

一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
り
九
〇
年
代
に
花

開
い
た
韓
国
環
境
運
動
の
歩
み
を
綿
密
に
分

析
・
考
察
し
、
環
境
運
動
を
経
済
成
長
と
政

治
的
民
主
化
運
動
に
よ
る
韓
国
社
会
の
構
造

的
変
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
〈
環
境

社
会
学
〉
の
先
駆
的
研
究
。
環
境
問
題
へ
の

市
民
の
取
り
組
み
を
、
国
家
と
市
民
社
会
が

均
衡
を
維
持
し
、
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済

的
民
主
主
義
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
重
要

な
契
機
と
し
て
捉
え
、
持
続
可
能
な
社
会
の

た
め
の
環
境
政
策
を
提
言
す
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
環
境
危
機
に
直
面
し
て
い
る
我
々
に
と

っ
て
、
経
済
成
長
と
生
産
力
中
心
主
義
（
人

間
中
心
主
義
）の
支
配
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
、

い
か
に
し
て
環
境
中
心
主
義
に
基
盤
を
置
い

た
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
転
換
を
は
か
る

か
、
今
日
の
環
境
運
動
に
貴
重
な
示
唆
を
与

え
る
。

団体名 計 男 女 期間

釜山文化人 15 10 5 10/23-10/30

済州大学生 20 7 13 11/13-11/22

韓国高等学校 20 6 14 11/20-11/29
日本語教員

団体名 計 男 女 期間

大学生（１） 20 6 14 10/30-11/8

大学生（２） 20 11 9 11/13-11/22

大学生（５） 20 6 14 11/27-12/6

二
〇
〇
二（
平
成
十
四
）年
度

●
上
半
期
助
成
申
請
受
付

●訪韓団

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
度
上
半
期
の
助
成
申
請

期
間
は
、
二
〇
〇
二
年
一
月
四
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で

で
す
。
今
年
か
ら
、
上
半
期
申
請
期
間
に
、
既
に
事
業

計
画
が
固
ま
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
下
半
期
を

含
む
年
度
内
全
て
の
事
業
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
図
書
出
版
助
成
の
申
請
は
二
〇
〇
一
年
十

二
月
十
五
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
。

●
「
２
０
０
２
年
日
韓
国
民
交
流
年
記
念
事
業
」
名
称

付
与
に
つ
い
て

二
〇
〇
二
年
日
韓
国
民
交
流
年
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
二
〇
〇
二
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
、
政
府
お

よ
び
政
府
関
連
機
関
が
主
催
・
助
成
・
後
援
す
る
日
韓

両
国
相
互
で
行
わ
れ
る
事
業
、
い
ず
れ
か
が
相
手
国
で

文
化
紹
介
を
行
う
事
業
に
対
し
て
「
２
０
０
２
年
日
韓

国
民
交
流
年
記
念
事
業
」
と
い
う
名
称
が
付
与
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
中
に
、
基
金
か
ら
助
成
・
後
援
名
義
付

与
を
行
う
事
業
に
つ
い
て
も
、「
記
念
事
業
」
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
（
基
金

へ
の
申
請
と
は
別
途
に
、
外
務
省
へ
の
名
称
付
与
の
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
）。

「
２
０
０
２
年
日
韓
国
民
交
流
年
記
念
事
業
」
と
し
て

の
事
業
推
進
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

外
務
省
文
化
交
流
部
政
策
課
日
韓
文
化
交
流
準
備
室

電
話
〇
三
―
三
五
八
〇
―
三
三
一
一
（
内
線
二
三
八
五
）

日
韓
文
化
交
流
基
金
事
業
報
告


